
                                                      

 

 

 

 

                                                     

 

 

 

 新人大会お疲れ様でした。熱く充実した戦いが繰り広げられたことが、

振り返り作文からしっかりと伝わってきました。保護者の皆さんも、た

くさんの応援を本当にありがとうございます。心から感謝申し上げます。 

朝会で行われた部長からの結果報告では、各部とも頑張ったことと課

題になったこと、そして今後の部活動への決意が明確に発表されていま

した。今後を目指す皆さんと確認したいことは、やはり、部活動と日常

生活や学習はリンクしているということです。毎日の部活動の練習だけ

でなく、日常生活の中でも、 

        一つ一つのことをしっかりとやりきっていくことが、 

                 強い精神と自信につながります。 

適当に流していては、「負けられない」というプレッシャーに自分が負けてしまいます。新人

大会は、来年の６月を目指すための通過点です。今の充実感、あるいは悔しさを風化させず、

モチベーションを保ちつつ、今後の活動に励んでほしいと心から願っています。人生の中で部

活動に本気になって打ち込める期間は、本当に短い。やり残しなく、青春を燃やしてください。 

そして、南ブロック大会へと駒を進めた皆さん、今度は西置賜地区の代表です。地区大会以上

に強いチームと当たります。誇りと責任を持って！ベストなパフォーマンスを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊中学校第２学年通信 ＮＯ．２１ 

 Ｒ５．９．２９（金） 

文責 : 八木 千佳 
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≪県南ブロック大会出場≫ 

 サッカー部 

 卓球男子団体 

 卓球女子個人 原田美來さん 

≪陸上県選手権大会出場≫ 

菅野一陽さん 男子８００ｍ、３０００ｍ 

≪こども県展入選≫   木村友奏さん、鈴木日向多さん、原田美來さん 

≪ダリヤ杯卓球大会≫ 

第２位 手塚結人さん 

≪バスケ部  鈴木日向多さん≫ 

 私は、この新人戦 2日間を通して成長できたこ

とがあります。それは、自分で攻めることです。

１試合目の南中との試合では、せっかく自分でリ

バウンドボールをとっても自分でシュートしよう

とはせず、すぐ味方にパスすることだけを考えて

しまいました。でも、そのときコーチから「シュ

ート！シュート！」いう声が聞こえてきて目が覚

めました。自分は味方に頼りすぎていると気が付

いたのです。「パスして遠くからシュートを狙うよ

りも、ゴール下からのシュートの方が正確だろ。」

という言葉を思い出しました。そこからは何度も

ゴール下からのシュートを打ち、たくさん外しま

したが、入るまであきらめずに戦えました。 

 本番で攻められなかったのは、緊張もあります

が、練習からやっていなかったということが大き

かったと思います。これからの練習は、いつでも

本番を意識し、全力でやっていきたいと思います。 

≪バレー部  佐藤楓さん≫ 

 ……私は、緊張してうまく動くことができま

せんでした。だから、サーブで私が狙われたり

しました。悔しかったです。これからは、場所

が変わってもいいプレーができるように練習

を重ねていきたいです。でも、２日目はいいプ

レーができたと思います。初めにレシーブをう

まくできて、それで自信がついたんだと思いま

す。サーブも、危ないところもありましたが、

決めることができて嬉しかったです。このプレ

ーをいつでも引き出せるようにしたいです。… 

≪卓球部  小野美鈴さん≫ 

 私が新人戦で頑張ったことは２つあります。

……２つ目は応援です。美來ちゃんに、今まで

サーブやフットワークを練習してもらってい

たので、その感謝の気持ちを込めて、点が入っ

たら拍手することを心掛けました。 

 今回の新人戦では県南大会の代表になれな

かったので、次の地区大会では、美来ちゃんと

県大会に行けるように頑張ります。 

≪卓球部  木村醍也さん≫ 

 ……長井南中戦では、３－０で負けてしまう

と思っていたけど、ダブルスが勝ってくれて、

３－２になったのがよかったと思いました。西

置賜で一番強い学校にここまで戦えるならと勢

いがついたのが、次の２戦で働いたのかなと思

いました。……小国中戦は県南大会出場をかけ

た戦いだったので緊張していました。僕の相手

はエースだったけれど、最初にセットを取って

いたので、その勢いに乗って勝つことができま

した。大会中に成長を感じられる大会だったと

思いました。県南大会に向けて更に強くなって

統一大会に出たいと思いました。 

≪美術部  尾形実莉さん≫ 

 私は、新人戦応援のポスターを１，２年生共

同で作ってみて、共同作品を作る楽しさと難し

さを再認識することができました。 

 初めに、みんなに指示を出す難しさを感じま

した。部員全員に仕事を与え、次にすることの

指示を出すうえで、周りを見ていくことが大切

だと思いました。最初のアイディアをまとめた

り、メッセージをまとめたりするときに、皆の

意見を取り入れていくことも、共同で作品を作

るときには大切だとわかりました。…… 



 

 


